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本分科会のスコープ本分科会のスコープ

論点１．高度理工系人材に求められる資質は？

論点２．人材育成プロセスの課題は？

論点３．何をなすべきか？
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論点１．高度理工系人材に求められる資質論点１．高度理工系人材に求められる資質

理想

・一芸に秀でて多芸に通ずる能力

・課題設定能力

・論理的思考

・コミュニケーション能力

・英語力

・粘り強さ、成し遂げる力
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論点１．高度理工系人材に求められる資質論点１．高度理工系人材に求められる資質

現実‐１

出展：我が国の研究活動の実態に関する調査報告（平成17年度調査）
2006年12月 文部科学省
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論点１．高度理工系人材に求められる資質論点１．高度理工系人材に求められる資質

博士課程修了者を評価しているポイント
(回答数71社、複数回答)
※第1位を100とする

博士課程修了者について問題があると考えて
いるポイント(回答数71社、複数回答)
※第1位を100とする
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現実‐2

経団連「企業における博士課程修了者の状況に関するアンケート調査結果・要旨」2007年2月21日
より作成
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論点２．人材育成プロセスの課題論点２．人材育成プロセスの課題

（1）博士課程を修了しても就職できるとは
限らない
博士課程修了時の進路
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文部科学省「学校基本調査報告書(平成18年度)」のデータを元に作成
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論点２．人材育成プロセスの課題論点２．人材育成プロセスの課題

（2）日本の博士号取得者は未だアカデミア志向
博士号取得者(自然科学系)の雇用部門別分布

※但し日本は理学･工学のみを対象とする
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株式会社日本総合研究所創発戦略センターの博士号取得者を対象とした調査結果
より作成（平成16年5月）
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論点２．人材育成プロセスの課題論点２．人材育成プロセスの課題

（3）多くの学生が修士課程修了で就職している

修士課程修了時の進路
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第6回産学官連携推進会議 分科会Ⅳ All Rights Reserved, Copyright FUJITSU LABORATORIES LTD. 20078

論点３．何をなすべきか？論点３．何をなすべきか？

（1）大学は？

①イノベーション創出につながる

カリキュラム改善

②産業界との交流促進

③人材の質の確保と保証
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（2）産業界は？

①大学、学生に対するメッセージ発信

②優秀な高度理工系人材の処遇の改善

論点３．何をなすべきか？論点３．何をなすべきか？

（3）国は？
①大学院教育改革への継続的サポート

そして、

（４）学生は？
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